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平成 27 年度～令和元年度「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」 

研究成果報告書概要 
 
１ 学校法人名  日本大学         ２ 大学名  日本大学          
 
３ 研究組織名  医学部総合医学研究所（免疫アレルギー学グループ）            
 
４ プロジェクト所在地  東京都板橋区大谷口上町 30-1                   
 
５ 研究プロジェクト名 難治性免疫・アレルギー疾患の病態の解明と新規治療法の開発 
 
６ 研究観点     研究拠点を形成する研究                       
 
７ 研究代表者 

研究代表者名 所属部局名 職名 

照井 正 医学部 教授 

  
８ プロジェクト参加研究者数  17 名 
 
９ 該当審査区分    理工・情報     生物・医歯     人文・社会  
 
１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 

研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

照井 正 
医学部・ 

教授 

アトピー性皮膚炎および慢性

蕁麻疹の病態解明 

アトピー性皮膚炎および

慢性蕁麻疹の解析 

山本樹生 
医学部・ 

客員教授 

産婦人科領域免疫疾患の病態

の解明 

習慣性流産、不育症およ

び妊娠高血圧腎症の自己

抗体の病態への関与 

武井正美 
医学部・ 

教授 
関節リウマチの病態解析 

SAP 遺伝子の発現と関節

リウマチ病態の関係解析 

木澤靖夫 
薬剤部・ 

教授 

難治性（ステロイド抵抗性）

気道炎症疾患モデル動物の作

成 

難治性（ステロイド抵抗

性）気道炎症疾患の病態

解析 

藤田英樹 
医学部・ 

准教授 
尋常性乾癬の病態解析 尋常性乾癬の病態解析 

斎藤 修 
医学部・ 

兼任講師 
関節リウマチの病態解析 

関節リウマチ関節滑膜細

胞解析 

權 寧博 
医学部・ 

教授 

気管支喘息から COPD への移

行病態の解明 

COPD･喘息患者の血清や

気道分泌液のオミックス

解析 

北村 登 
医学部・ 

准教授 
関節リウマチの病態解析 

SAP 遺伝子の発現と関節

リウマチ病態の関係解析 

千島史尚 
医学部・ 

准教授 

産婦人科領域免疫疾患の病態

の解明 

習慣性流産、不育症およ

び妊娠高血圧腎症の自己

抗体の病態への関与 
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丸岡秀一郎 
医学部・ 

准教授 
気管支喘息の病態の解明 

気管支喘息マウスモデル

の実験 

岡山吉道 
医学部・ 
准教授 

難治性免疫・アレルギー疾患

の病態の解 
マスト細胞実験 

浅野正岳 
歯学部・ 

教授 
歯周病と関節リウマチの関係

の解明 
歯周病患者のシトルリン

化抗体の検索 

高橋恭子 
生物資源学部・ 

教授 
難治性免疫・アレルギー性疾

患の病態の解明 
細胞実験・動物実験 

葉山惟大 
医学部・ 

助教 
慢性蕁麻疹の病態解析 慢性蕁麻疹の病態解析 

（共同研究機関等）    

松本健治 
独立行政法人国

立成育医療セン

ター部長 

マスト細胞に発現する疾患特

異的遺伝子の解析 
DNA chip 実験と解析 

村上 誠 
東京大学大学院

医学系研究科・教

授 

マスト細胞に発現する疾患特

異的遺伝子の in vivo での検討 
遺伝子改変動物作成と動

物実験 

布村 聡 
佐 賀 大 学 医 学

部・准教授 

難治性免疫・アレルギー性疾

患の病態の解明 
細胞実験・動物実験 

    

    

 
 

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 
旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

関節リウマチの病態解析 医学部・准教授 斎藤 修 
関節リウマチ関節滑膜細胞

解析 

（変更の時期：令和元年 10 月 1 日） 
 
 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

医学部・准教授 医学部・兼任講師 斎藤 修 
関節リウマチ関節滑膜

細胞解析 
 

 
旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

気管支喘息から COPD への

移行病態の解明 
医学部・准教授 權 寧博 

COPD･喘息患者の血清や気道

分泌液のオミックス解析 

（変更の時期：平成 30 年 4 月 1 日） 
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新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

医学部・准教授 医学部・教授 權 寧博 
COPD･喘息患者の血清

や気道分泌液のオミッ

クス解析 
 
 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

難治性免疫・アレルギー

性疾患の病態の解明 

生物資源科学部・

准教授 
高橋 恭子 細胞実験・動物実験 

（変更の時期：平成 30 年 4 月 1 日） 
 
 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

生物資源科学部・ 

准教授 
生物資源科学部・教授 高橋 恭子 細胞実験・動物実験 

 
 
旧 1 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

難治性免疫・アレルギー

性疾患の病態の解明 
医学部・助教 布村 聡 細胞実験・動物実験 

（変更の時期：平成 27 年 12 月 1 日） 
 
 

旧 2 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

医学部・助教 佐賀大学医学部・助教 布村 聡 細胞実験・動物実験 

（変更の時期：平成 29 年 7 月 1 日） 
 
 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

佐賀大学医学部・助教 佐賀大学医学部・准教授 布村 聡 細胞実験・動物実験 

 
 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

マスト細胞に発現する

疾患特異的遺伝子の in 

vivo での検討 

公益財団法人東京都医学

総合研究所・参事研究員 
村上 誠 

遺伝子改変動物作成と

動物実験 

（変更の時期：平成 29 年 4 月 1 日） 
 
 

8



（様式 2） 
 

法人番号 131075 
プロジェクト番号 S1511014 

 
新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 
公益財団法人東京都

医学総合研究所・ 
参事研究員 

東京大学大学院医学系 
研究科・教授 

村上 誠 
遺伝子改変動物作成と

動物実験 

 
 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

産婦人科領域免疫疾患の病態の

解明 
医学部・教授 山本 樹生 習慣性流産の病態解析 

（変更の時期：平成 28 年 4 月 1 日） 
 
 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

医学部・教授 医学部・客員教授 山本 樹生 習慣性流産の病態解析 

 
 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

気管支喘息の病態の解明 医学部・助教 丸岡 秀一郎 
気管支喘息マウスモデル

の実験 

（変更の時期：平成 27 年 12 月 1 日） 
 
 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

医学部・助教 医学部・准教授 丸岡 秀一郎 
気管支喘息マウスモデ

ルの実験 
 
 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

歯周病と関節リウマチの

関係の解明 
歯学部・准教授 浅野 正岳 

歯周病患者のシトルリン化

抗体の検索 

（変更の時期：平成 27 年 4 月 1 日） 
 
 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

歯学部・准教授 歯学部・教授 浅野 正岳 
歯周病患者のシトルリ

ン化抗体の検索 
 
 
 
１１ 研究の概要（※ 項目全体を１０枚以内で作成） 
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（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 
近年、先進国においてその罹患率が増加し、社会問題にもなっている免疫・アレルギー疾患の

病因、病態を環境因子、特に感染症どの炎症によって出現する免疫異常の分子機構を明らかに

し、免疫・アレルギー疾患を扱う臨床各科の横断的な共同研究を通して、予防、治療に貢献す

ることを目的とする。難治性免疫・アレルギー疾患について、遺伝子のみでは解決されないこ

とは明らかで、またトランスクリプトーム、プロテオーム、メタボロームなどの網羅的な解析

の限界も次々に知られ、今や個々の疾病に対する多面的、集学的な取り組みの必要性が再認識

されて来ている。本事業は、臨床から得られたデータを基に皮膚科学、呼吸器内科学、血液膠

原病内科学、整形外科学、産婦人科学および歯科学の臨床免疫専門医および基礎免疫・アレル

ギー学者が連係し、研究拠点を形成し、大学院生と若手医師の研究指導を行い、難治性の免疫・

アレルギー疾患の克服を目指す。また本事業に参画する各科の大学院生を対象に、自立した論

理的な思考力と問題の解決能力を鍛え、優れた研究者とリサーチマインドを持った良き臨床医

の育成に貢献することもひとつの目的になる。学術的な特色としては、難治性免疫・アレルギ

ー疾患を扱う臨床各科の横断的な共同研究である点である。現在これら臨床各科が一同に会し

てセミナーおよび研究討論を行う場を設け会合を定期的に実施している。また疾患の炎症部位

に局在しているヒトマスト細胞を解析対象として取り扱う点も特色である。ヒトマスト細胞は

多様性を示し、組織から分離した場合、組織が肺などの粘膜組織や、皮膚や滑膜などの結合組

織であるかによって、刺激に対する反応性や、遺伝子発現のプロファイルなどの性質が異なる。

このようなマスト細胞が保持する性質は、免疫疾患の種別によっても異なっている。呼吸器内

科は上皮細胞を専門とし、関節リウマチ研究班では滑膜細胞やリンパ球研究を中心としてきた

が、免疫・アレルギー疾患患者の病変部に局在しているマスト細胞と上皮細胞/線維芽細胞との

相互作用の解析を行なうことも大きな特徴である。現在、培養の難しさなどの点から、日本国

内でヒトマスト細胞を用いた研究を行なっている研究施設はほとんど無く、免疫・アレルギー

疾患とヒトマスト細胞に関する研究分野で主導的な役割を果たすという意味で本研究プロジェ

クトの意義は大きい。 
（２）研究組織 
アレルギー学、免疫学に携わる臨床医および研究者の有機的な連携により学問融合的な共同研

究を可能とし、診療部門の枠を超えた臨床の共同研究チームに基礎研究者も加わることによっ

て、基礎と臨床の緊密な連携による横断的な総合医学研究拠点を形成している。皮膚科学、呼

吸器内科学、整形外科学、血液膠原病内科学、産婦人科学および歯科学分野の臨床免疫専門医

および基礎免疫・アレルギー学者が連係し、大学院生と若手医師の研究指導を行っている。大

学院生は各科より計 18 名を受け入れて、PD と RA は計 6 名雇用した。 
（３）研究施設・設備等 
＜施設＞ 
日本大学医学部のリサーチセンター１階{研究室(1F-1, 1F-2)、培養室(1F-1, 1F-2), セミナー室},
リサーチセンター2 階化学分析室(2F-1)の１部を使用した。 
＜主な装置、設備＞ 本プロジェクトにおいて、主に使用された装置、設備のうち、私学助成を

受けたもので共同利用機器と して多くの研究者が使用した装置と利用時間(平成 27～令和元

年度）は以下である。 
1. フローサイトメーター(Cytomics FC500): (平成 27 年度に導入, 1320 時間) 
2. マグネティックセルソーサー: (平成 14 年度に導入, 190 時間)  
3. バイオフリーザー: (平成 19 年度に導入, 43440 時間)  
4. 自動炭酸ガス細胞培養装置: (平成 20 年度に導入, 43440 時間)  
5. UV サンプル撮影装置: (平成 20 度に導入, 156 時間) 
6. 超低温槽: (平成 24 度に導入, 156 時間) 
7. 超純水製造システム: (平成 23 度に導入, 5290 時間) 
8. 次世代シークエンサー(イルミナ MiSeq, Thermofisher ION PGM): (平成 25 年度に導入, 78 時
間) 
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（４）研究成果の概要 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 
1）血液膠原病内科学分野 
＜優れた成果が上がった点＞ 
*1. 血管内Ｂ細胞性リンパ腫の予後に MYC の発現が寄与している可能性を初めて示した。 
*2. 免疫系ヒト化 HLA-DR4 transgenic マウスにおいて、慢性移植片対宿主病様の臓器病変が起

きること、慢性移植片対宿主病に関連する自己抗体の出現を発見した。 
 
＜課題となった点＞ 
1. 血管内Ｂ細胞性リンパ腫の MYC 発現機構が不明である。 
2. ヒト化マウスモデルにおいて慢性移植片対宿主病の特徴である線維化を認めていない。臓

器病変を生じる病態の解明、血清学的所見の観察などが十分でない。 
 
＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 
1. 血管内Ｂ細胞性リンパ腫の EBER、MYC、BCL2 などの発現を初めて示し病態の解明に貢

献している。 
2. ヒト化マウスにおける慢性 GVHD モデルの検討は概ね順調である。 

 
＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞ 
平成 28 年度報告会において「概ねしっかりと質の高い担保された研究が展開されている。強い

て改善点をあげるのであれば強皮症において、多数の強皮症患者の心臓病変の解析を行ってい

るが、解析の質をより高めるために、前向き研究をより大規模に実施するべく、他施設との連

携を積極的に検討すると良いと思われた。」との外部評価者のコメントをもらった。板橋中央総

合病院とは以前より共同研究で症例を共有しているので、本研究でも倫理委員会に共同研究で

書類を提出し、多施設との連携で症例を収集している。 
平成 29 年度報告会において「マウスモデルの説明に分子作用の図解があると理解しやすかっ

た。」との外部評価者のコメントをもらい、下記の通り図表を作成した。 
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平成 30 年度報告会において 
1. 「ヒト免疫化 MHC マウスの皮膚以外の所見や自己抗体の有無についての検討が必要であ

る。」との外部評価者のコメントをもらい、皮膚以外に肝臓、肺については組織学的検討を

行い、炎症性細胞浸潤や線維化の所見を確認している。また自己抗体に関しては慢性 GVHD
時に検出されるといわれるヒト抗 PDGFRα抗体を Western blot 法で証明した。 

2. 「本新規の染色対転座を伴った白血病に対する発症機序の詳細な解明が必要である。」との

外部評価者のコメントをもらった。イルミナ社シーケンサーHiSeqにて、その断片の両側100

塩基程度に対し網羅的シーケンスを行った。得られたペアのシーケンス結果を参照配列にマッ

ピングし、ペアのそれぞれが参照配列のどの位置にマッピングされるかを集計することで転座

点を検出し新規融合遺伝子ZNF362/MAML3を同定した。またPCR法で ZNF362/MAML3 RNA の転写

を確認した。ホルマリン固定標本で蛋白の発現を検討する。さらにZNF362/MAML3 RNA を BaF3

細胞に遺伝子導入して機能解析する予定である。 
令和元年度報告会において 
１．「本事業にかけるエフォートが少ないように感じました。また、IVL に関しては是非ともリ

ンパ腫細胞を直接解析する（例えば single cell RNAseg 等）手法を試みるべきだと思います。

１００個程度の細胞を用いれば非常に詳細な解析が行えます。特に DLBCL や成熟 B 細胞

と比較することで、病態や予後に関連する機序が明らかになるかもしれない。」との外部評

価者のコメントをもらった。われわれは蛋白発現から解析を考えていたので貴重なご意見

をであった。IVL では多くの場合、生検検体中のリンパ腫細胞は少なく、他の細胞の混入

も多いので解析手法を検討したい。 
 
＜研究期間終了後の展望＞ 
1. myc 遺伝子再構成など MYC の発現機構や、その他の腫瘍関連蛋白の発現を検討し、予後と

の関連、新たな分子標的治療に結びつけたい。 
2. 慢性 GVHD モデルが確立できた場合は、治療実験に移り新規治療戦略の開発を行う。 
 
＜研究成果の副次的効果＞ 
1. 血管内Ｂ細胞性リンパ腫に EBER は発現していなかった。 
2. 自己抗体産生機序の研究にこのマウスモデルを使用できる可能性を示した。 
 
2）整形外科学分野・医学教育センター 
＜優れた成果が上がった点＞ 
*1. ヒト関節滑膜マスト細胞は、MrgX2 を発現し、滑液中の substance P によって活性化される

のみならず、マスト細胞が substance P を産生・分泌し神経性炎症にヒト関節滑膜マスト細

胞は関与していることが明らかとなった。また、ヒト関節滑膜マスト細胞は、IL-17A を産

生しないことを示した。 
*2. 関節リウマチと変形性膝関節症のヒト関節滑膜マスト細胞の差異は、FcRの架橋によって

産生される PGD2の量が関節リウマチでは有意に多いことがわかりこれは COX の発現の差

であった。 
*3. 関節リウマチと変形性膝関節症患者の関節滑膜液中の脂質メディエーターをリピドミクス

の手法を用いて網羅的に比較したところ炎症性脂質メディエーターのみならず抗炎症性脂

質メディエーターも有意に関節リウマチ患者で高いことが明らかとなった。 
 

＜課題となった点＞ 
1. 関節リウマチにおける神経性炎症に関しては、げっ歯類では示唆されていつが、ヒトに関

しては不明であった。 
2. 関節リウマチと変形性膝関節症のヒト関節滑膜マスト細胞の差異については不明であっ

た。 
3. 関節リウマチにおいて、個々の脂質メディエーターの役割や定量をした研究は存在するが、

脂質メディエーター全体の量的・質的変化を網羅的に解析することは困難であった。 
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＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 
1. 関節リウマチの炎症にマスト細胞と神経ペプチドが関与している可能性が示唆された。 
2. 関節リウマチ患者の関節滑膜マスト細胞は変形性膝関節症患者のマスト細胞とはフェノタ

イプが異なることが明らかとなった。 
 

＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞ 
平成 28 年度報告会において「今回の研究では、 マスト細胞に焦点を集中させ解析を進めてい

る。 深い解析がなされ、 魅力的な成果が得られている。 一方、 展開をさらに広げることも

大切である。 そのために異なるアプローチに積極的にトライしていくことを、これまで同様に

継続していくことが重要と思われた。」との外部評価者のコメントをもらい、ヒト関節滑膜マス

ト細胞と神経ペプチドの関係に注目し解析した。また、関節リウマチと変形性膝関節症のヒト

関節滑膜マスト細胞に発現している遺伝子の網羅的発現解析を行った。研究費の配分を遺伝子

の網羅的発現解析に使用した。 
平成 29 年度報告会において「患者由来サンプルにおける臨床情報（例えば NSAIDs 使用の状況、

息者背景）も検討に加えるのが良い。」との外部評価者のコメントをもらい、患者臨床情報との

関連を検討した。 
平成 30 年度報告会において「(関節リウマチと変形性膝関節症患者の関節滑膜液中の脂質メデ

ィエーターをリピドミクスの手法を用いて網羅的解析に関して)症例数を増加しての検討が必

要である。」との外部評価者のコメントをもらい、症例数を増加してのデータをまとめ、現在論

文を投稿中である。 
令和元年度報告会において「各患者のリピドミクス解析結果はクラスタリング解析を 
行って、患者の病型分類や、脂質メディエーターの中で類似した挙動を示す分子群を抽出する

ことで、それらの産生細胞や産生機序に関する情報が得られると思います。」との外部評価者の

コメントをもらい、各患者のリピドミクス解析結果はクラスタリング解析を行って、患者の病

型分類や、脂質メディエーターの中で類似した挙動を示す分子群を抽出することによって、そ

れらの産生細胞や産生機序に関する情報を得るため解析を進めている。 
 
＜研究期間終了後の展望＞ 
1. 関節リウマチ患者の関節滑膜マスト細胞におけるCOXの高発現はエピジェネティックな制

御と考え microRNA array を施行し、関節リウマチ患者の関節滑膜マスト細胞におけるいく

つかの候補 microRNA の発現の増強や減弱が確認された。それら microRNAs の発現のノッ

クダウンや強制発現を行い COX 発現への影響を検索しているが、決定的な microRNA が見

つかっていない。 
2. 関節リウマチ患者の関節滑膜マスト細胞からの PGD2 の多量産生が関節リウマチの病態に

どのように関与しているのかが未解決である。PGD2合成酵素欠損マウスの骨髄から培養し

たマスト細胞をマウス細胞コンディショナルノックアウトマウスに移植し、関節炎モデル

マウスを作製しその役割を調べる。 
3. 関節リウマチ患者の関節滑膜マスト細胞に高発現しているCOXを始めとした遺伝子群が治

療標的となりうるのか検討を行う。 
 
＜研究成果の副次的効果＞ 
関節リウマチ患者の関節滑膜マスト細胞は大量の TNF-を産生しており、その産生制御が治療

に結び付くことが示唆された。 
 
3）皮膚科学分野・医学教育センター 
＜優れた成果が上がった点＞ 
*1. 慢性特発性蕁麻疹患者は、血中抗 IgE 自己抗体濃度が健常人より統計学的有意に高く、そ

の自己抗体による高親和性 IgE 受容体の架橋能も統計学的有意に高いことを示した。 
*2. 慢性特発性蕁麻疹患者において自己血清皮内テスト陽性および血清 IgE 値低値は、シクロ
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スポリンの治療効果を予測するバイオマーカーとなることを示した。 

*3. IgE 依存性刺激に対し活性化能の欠如した好塩基球を有する慢性特発性蕁麻疹患者は、

omalizumab 治療に対する反応速度が速い傾向が見られた。 
*4. 慢性特発性蕁麻疹患者の血漿中の 5-HETE や 5-HEPE は健常人よりも有意に高値であり、蕁

麻疹の病勢と関連がある可能性を示した。また、アトピー性皮膚炎患者の血漿中の脂質メ

ディエーターのほとんどは、健常人より有意に低値であったため、脂質代謝の低下がアト

ピー性皮膚炎の病勢に関与する可能性を示した。 
 
＜課題となった点＞ 
1. 慢性特発性蕁麻疹における自己抗体による高親和性 IgE 受容体の架橋能の評価が十分でな

かった。 
2. 慢性特発性蕁麻疹患者において omalizumab 治療効果を予測するバイオマーカーとして様々

な因子が候補として挙げらているが、シクロスポリンに関してはそのバイオマーカーは検

討されていなかった。 
3. IgE依存性刺激に対し活性化能の欠如した好塩基球を有する慢性特発性蕁麻疹患者と IgE依

存性刺激に対し活性化能のある好塩基球を有する慢性特発性蕁麻疹患者との臨床的な差異

は不明であった。 

4. 慢性特発性蕁麻疹とアトピー性皮膚において、個々の脂質メディエーターの役割や定量を

した研究は存在するがが、脂質メディエーター全体の量的・質的変化を網羅的に解析する

ことは困難であった。 
 

＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 
1. 慢性特発性蕁麻疹の病態の一部が解明できたが、本態は未だ不明な点が多い。シクロスポ

リン治療効果を予測するバイオマーカーの探索は臨床的に有意義な結果が得られた。今後、

症例数を増やして検討したい。 
2. リピドミクス解析によって、慢性特発性蕁麻疹およびアトピー性皮膚炎における脂質メデ

ィエーターの量的・質的変化を明らかにでき、バイオマーカーとなりうる脂質メディエー

ターを見いだすことができた。今後は、バイオマーカーに関しては、症例数を増やして検

証し、疾患の発症との関係を検討する。 
 
＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞ 
平成 28 年度報告会において「全体として、 しっかりと高い質の担保された研究が展開されて

いる。多数の臨床検体をベースにして、抗 IgE 抗体や抗 FeRIα抗体の有無と関連付けて’慢性

奪麻疹の病態解析が進められている。 強いて改善点をあげるのであれば、 さらに病態の本質

に迫る独自性の高い成果をあげるために、 異なるアプローチに積極的にトライしていくことを

期待したい。」との外部評価者のコメントをもらい、RBL 細胞にヒト高親和性 IgE 受容体を強

制発現させ、その架橋でルシフェラーゼ活性が増加する人工的な細胞を作製し慢性特発性蕁麻

疹患者の血清 IgG を添加して慢性特発性蕁麻疹における自己抗体による高親和性 IgE 受容体の

架橋能を評価した。また、慢性特発性蕁麻疹患者においてシクロスポリンの治療効果を予測す

るバイオマーカーを検索した。 
平成 29 年度報告会において「いくつもの興味深いデータが出ているので、今後アトピー性皮膚

炎との比較など臨床的な方向からデータの意義を追求するとともに場合によってはマウスモデ

ルでの分子メカニズムの検討など多面的な取り組みが期待される。」との外部評価者のコメント

をもらい、アトピー性皮膚炎との比較を行った。また、ヒト化 hIL-3/GM-CSF/IL-5 Tg NOG mice 
(文献 74)を用いて分子メカニズムの検討予定である。 
平成 30 年度報告会において 
1. 「8-HETE や 7,17diHDoHE と炎症性細胞（好酸球、好中球）の関連性の検討が必要である。」

との外部評価者のコメントをもらい、8-HETE や 7,17diHDoHE と炎症性細胞（好酸球、好

中球）との関連性の検討を現在している。 
2. 「CSU 患者の症例数を増やし、さらなるシクロスポリンやオマリズマブの治療効果に対す
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る上記バイオマーカーを用いた予測検討が必要である。」との外部評価者のコメントをもら

い、CSU 患者の症例数を増やし、さらなるシクロスポリンやオマリズマブの治療効果に対

する上記バイオマーカーを用いた予測検討を行い論文 27 に一部その成果を発表した。 
令和元年度報告会において「EXILE 法などによる解析結果に留まらず、その機序の検討も試み

る、あるいは自己血清のどの成分が膨疹形成に寄与するか、といったもう一段踏み込んだ解析

が望まれます。各患者のリピドミクス解析結果はクラスタリング解析を行って、患者の病型分

類や、脂質メディエーターの中で類似した挙動を示す分子群を抽出することで、それらの産生

細胞や産生機序に関する情報が得られると思う。」との外部評価者のコメントをもらい、自己血

清のどの成分が膨疹形成に寄与するかを調べるために CHO 細胞に皮膚マスト細胞に発現して

いる GPCR を強制発現させ、簡単にその活性化が測定できる人工的な細胞の系を作り、患者血

清を添加して検討する。各患者のリピドミクス解析結果はクラスタリング解析を行って、患者

の病型分類や、脂質メディエーターの中で類似した挙動を示す分子群を抽出することによって、

それらの産生細胞や産生機序に関する情報を得るため解析を進めている。 
 
＜研究期間終了後の展望＞ 
1. 慢性特発性蕁麻疹患者において治療効果を予測するバイオマーカーとして様々な因子が候

補として挙げらているが、統計学的に有効性を示すのに十分な症例数が得られていない。

症例数を増やして検討したい。 
2. 引き続き慢性特発性蕁麻疹の病態の解明を行っていく。炎症に関与する好塩基球、好酸球

および好中球の活性化は、脂質代謝産物に影響を受けるため、その研究も行っていく。 

3. 慢性特発性蕁麻疹患者において好塩基球が炎症の増悪に働いているのか、収束に働いてい

るのかを調べるため炎症局所の好塩基球の遺伝子発現プロファイルを調べる。 

4. 自己血清皮内テスト(ASST)陽性を惹起する因子の探索のため MrgX2 を強制発現させた人工

的な細胞を作製し ASST 陽性および陰性患者の血清をその細胞に添加し活性化を検討する。 
 
＜研究成果の副次的効果＞ 
脂質代謝産物の研究を含めた上記の研究により新たな治療薬の開発や食事など生活指導の方法

を提案することができる。発明の名称: 慢性特発性蕁麻疹の重症度マーカー, 及びその使用 特
願 2019-101289 号 ①発明者 岡山吉道, 照井 正, 伊東真奈, 豊島翔太, 村上 誠, 武富芳隆, 
三木寿美 ②出願日 令和 1年 05月 30日 ③出願人 日本大学 として慢性特発性蕁麻疹の重症

度バイオマーカーの特許を取得した。企業との共同研究により簡易な測定系の確立を目指し臨

床の場で役立てたい。 
 
4）産婦人科学分野・医学教育センター 
＜優れた成果が上がった点＞ 
*1. ヒト妊娠脱落膜にマスト細胞が存在し、妊娠初期では、tryptasehigh chymaselow のマスト細胞

が、妊娠末期では tryptasehigh chymasehigh の細胞が有意であった。また、この細胞は FcRI
を発現し、IgE 依存性の刺激によりヒスタミン遊離することが判明した。またこの細胞の

長期培養系を樹立できた。 
 
＜課題となった点＞ 
妊娠脱落膜には多数のマスト細胞が存在することは報告されていたが、ヒト妊娠脱落膜マスト

細胞の役割は、不明であった。 
 
＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 
ヒト妊娠脱落膜マスト細胞は妊娠時期によってそのフェノタイプを変えることが分かった。長

期培養系の確立はヒト妊娠脱落膜マスト細胞の役割を調べるための重要なツールと成り得る。 
 
＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞ 
平成 28 年度報告会において「概ねしっかりと高い質の担保された研究が展開されている。今後
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のさらなる展開が期待される。一方、ヒトの生殖臓器でのマスト細胞の機能を明らかにしよう

というプロジェクトであり、検体の確保や解析手技の点で様々な制約が生じることが懸念され

る。マウス等のげっ歯類での解析とヒトでの解析を総合的に検討するなど、他臓器のプロジェ

クト以上に広いアプローチを期待したい。」との外部評価者のコメントをもらい、肺、皮膚、滑

膜、ヒト末梢血および臍帯血由来培養マスト細胞に発現している遺伝子との比較を DNA chip
を用いて行った。 
 
＜研究期間終了後の展望＞ 
ヒト妊娠脱落膜マスト細胞の長期培養系において肺、皮膚、滑膜、臍帯血および末梢血由来の

培養マスト細胞と同じ培養系では、同程度の成熟マスト細胞が得られず、何等かの factor が必

要であることが示唆された。ヒト妊娠脱落膜マスト細胞の長期培養系において stem cell factor
に加えて必要な因子の探索として、他のマスト細胞との比較のため網羅的発現遺伝子解析を行

っている。 
 
＜研究成果の副次的効果＞ 
ヒト妊娠脱落膜マスト細胞の長期培養系の改良により、多数の成熟マスト細胞を利用してヒト

妊娠脱落膜マスト細胞の役割を調べることができる。 
  
 
5）呼吸器内科学分野 
＜優れた成果が上がった点＞ 
*マウス喘息モデルによる網羅的遺伝子解析およびヒト化マウスによる喘息モデル構築で難治

性喘息の病態解明、新規標的同定を行い、成果を論文、学会発表した。 
 
＜課題となった点＞ 
 臨床検体から難治性アレルギー疾患（喘息）の病態解明、治療標的を同定することは困難で

あり、ヒトの免疫反応を忠実に再現できる動物モデルが必要であった。 
 
＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 
 マウス喘息モデルによる治療薬候補を同定し、治療効果をヒト化マウスで検証するという一

連の実験系を構築できたことは臨床的意義があり、臨床応用を検討する。 
 
＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞ 
平成 28 年度報告会において「全体として、しっかりと質の高い担保された研究が展開されてい

る。さらなる展開が期待される。強いて改善点をあげるのであれば、細かい点にも留意して解

析結果の完璧性を高め、その成果をより早く広く発信する事に留意して貰いたい。」との外部評

価者のコメントをもらい、特発性肺線維症の新規自己抗体の研究では、さらに臨床検体数を増

やし、精度の高いデータとした。できるだけ早くその成果を発信すべく現在論文作成中である。

エクソソームのモデルについても現在、論文投稿準備中である。 
平成 29 年度報告会において「上皮バリア研究は先行研究があるので、それらの内容を踏まえて、

細かい条件にも注意を払って進めてゆくのが良いと思います。」との外部評価者のコメントをも

らい、先行研究結果を踏まえて、検証実験を行い、成果を得た。現在論文作成中である。 
平成 30 年度報告会において 
1. 「喘息治療薬創薬へ応用する上で、ヒト化マウスの特性について詳細な検討が必要である」

との外部評価者のコメントをもらい、ヒト化マウスから肺ヒト ILC2、マスト細胞を抽出し、

その機能解析をおこなうことができ、ヒト化マウスのより詳細な特性を検証中である。さ

らにヒト難治性喘息モデルを作成し、これらの細胞が難治化にどのように関与するのかを

検証中である。 
2. 「アンジオテンシン変換酵素 2(ACE2)活性化薬である dimizazene aceturate(DIZE) の気道炎

症抑制効果の作用機序の検討が必要である」との外部評価者のコメントをもらい、初代培

養ヒト気道上皮細胞を用いた実験により ACE2 が気道上皮細胞に発現し、2 型アレルギー

16



（様式 2） 
 

法人番号 131075 
プロジェクト番号 S1511014 

 
性炎症および粘液産生細胞への分化を制御していること、DIZE はこれらを抑制することを

明らかにした。 
令和元年度報告会において「開発されたモデルマウスを用いた研究を推進して頂きたい。また、

トランスクリピトーム解析結果は是非とも Gene Ontology 解析(Gene Function)、Pathway 解析な

どの Post-transcriptome 解析を進めて頂きたい。」との外部評価者のコメントをもらい、ヒト化

マウスを用いた難治性喘息モデルについては肺ヒトマスト細胞による網羅的遺伝子発現解析を

開始している。 
 
＜研究期間終了後の展望＞ 
 ヒト難治性喘息モデルの構築および新規治療薬探索の基礎となる成果をあげることができた

ため、これらを用いて難治性喘息の分子病態および創薬に応用していく。 
 
＜研究成果の副次的効果＞ 
 ヒト化マウスを用いて難治性喘息の新規バイオマーカー、治療標的を同定し、臨床応用と特

許申請を目指す。 
 
6) 医学教育センター 
＜優れた成果が上がった点＞ 
*1. IgE 依存性に活性化したヒトマスト細胞から遊離した細胞外小胞中の miR103a-3p は、ヒト 2

型自然リンパ球からの IL-5 産生を有意に増強させることを明らかにした。 
*2. 生まれて初めて喘鳴が出現した乳幼児が今後反復喘鳴を起こすバイオマーカーとして鼻汁

中の MIP-1を同定した。 
 

＜課題となった点＞ 
1. 活性化したヒトマスト細胞細胞から遊離される外小胞中の miRNA のヒト 2 型自然リンパ球

に対する役割は不明であった。 
2. 生まれて初めて喘鳴が出現した乳幼児が今後反復喘鳴を起こす予測バイオマーカーは、検

索されていなかった。 
 
＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 
1. ヒト２型自然リンパ球の単離・培養の実験系を構築し、2 型自然リンパ球からのサイトカイ

ン産生を制御する miRNA を同定することができた。今回は、IgE 依存性に活性化したヒト

マスト細胞から遊離した細胞外小胞中の miRNA を解析したが、今後は、IL-33 や MRGPRX2
の ligands で刺激したヒトマスト細胞から遊離した細胞外小胞中の miRNA を解析する。 

2. 世界で初めて、生まれて初めて喘鳴が出現した乳幼児が今後反復喘鳴を起こすバイオマー

カーを同定できた。早期介入治療の臨床治験を始める準備を開始している。 
 
＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞ 
平成 29 年度報告会において「マスト細胞からのエクソソームの内容が IL·33 あるいは IgE 刺

激によって異なる制御を受けるとの発表は 2 型炎症のメカニズムの中で重要なシグナル経路に

おいて新規性のある概念であり、今後の展開が期待されます。」との外部評価者のコメントをも

らい、研究内容をそのメカニズムへ移行させた。 
平成 30 年度報告会において「(IgE 依存性に活性化したヒトマスト細胞から遊離した細胞外小胞

中の miR103a-3p は、ヒト 2 型自然リンパ球からの IL-5 産生を有意に増強させることを明らか

にした研究に関して)アトピー性皮膚炎など臓器別の好酸球性炎症性疾患との関連性について

検討が必要である。」との外部評価者のコメントをもらい、アトピー性皮膚炎など臓器別の好酸

球性炎症性疾患との関連性について検討したところアトピー性皮膚炎患者血中の miR103a-3p
の発現量は健常人よりも有意に高いことが判明し、現在論文の投稿準備中である。 
令和元年度報告会において「臨床検体における EV は是非とも CSU 患者の血清も検討するべき

と感じる。」との外部評価者のコメントをもらい、CSU 患者の血清から EV を抽出して研究を進

める予定である。 
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＜研究期間終了後の展望＞ 
1. マウス病態モデルを用いて、in vivo において、IgE 依存性に活性化したマスト細胞から遊離

された細胞外小胞の役割を明らかにすること、IL-33 依存性に活性化したマスト細胞から遊

離された細胞外小胞の役割も検討する。 
2. 生まれて初めて喘鳴が出現した乳幼児が今後反復喘鳴を起こす予測バイオマーカーとして

MIP-1の濃度から早期治療介入する群としない群に 2 分し将来の喘息発症にどのような影

響を示すかを検討する。 
   
＜研究成果の副次的効果＞ 
アレルギー疾患において、細胞外小胞の miRNA を標的とした治療法の開発に資する研究とな

った。 
 
7) ＜外部（第三者）評価委員からの総合評価の実施結果と対応状況＞ 
平成 28 年度報告会において「今後より研究の質を高めるために研究グループを横断した共同研

究の展開を検討するのも良いのではないかと考えた。また、研究成果を外部に広く発信する事

で、外部との共同研究を進めることも従来以上に検討されると良いと思われた。」との外部評価

者のコメントをもらい、皮膚科、整形外科、婦人科、呼吸器内科および医学教育センター間で

共同研究を進めた。東大、筑波大、国立成育医療センター研究所、順天堂大学との共同研究を

行った。 
平成 29 年度報告会において「アレルギーという観点から考えると、鼻アレルギー、食物アレル

ギー、眼アレルギーなどへの取り組みがあるとさらにプロジェクトの幅が広がるように感じま

した。」との外部評価者のコメントをもらい、眼アレルギーに関しては順天堂大学医学部眼科と

の共同研究を行った。今後食物アレルギーモデルマウスでの検討を行う。 
平成 30 年度報告会において「症例を用いた研究の場合、症例数を増加しての検討が必要である」

との外部評価者のコメントをもらい、症例数を増加して解析を行った。 
令和元年度報告会において 
1. 「その現象が起こる機序の解明: タンパクや脂質などの量や質が患者群と対照群で異なる

場合には、その産生細胞、産生刺激、転写因子、epigenetic control,genetic control など、ど

のレベルでの異常に起因しているかを解析すると共に、それらの阻害が治療の標的となる

可能性について検討する。」との外部評価者のコメントをもらい、臨床データからその現象

が起こる機序の解明を進めている。脂質の量や質が患者群と対照群で異なることから、そ

の産生細胞、産生刺激、転写因子、epigenetic control,genetic control など、どのレベルでの

異常に起因しているかを解析すると共に、それらの阻害が治療の標的となる可能性につい

ての検討を始めた。 
2. 「その現象が臨床的にどの様な意義を持つのかを検討する: バイオマーカーとしての意義

は、診断・治療反応性/抵抗性、予後等に関連する場合に論じるべきである。その際には

ROC 曲線を描いて、Cut off point や感度、特異度などを示す事が必要。症状に相関する項

目は、疾患の病態にリンクしている可能性があり、是非ともその分子の誘導機序等を検討

する。その他、昨今の研究手法の進歩は目覚ましいものがあり、特にオミックス解析は、

抽出された候補分子群の上流解析、相関解析や、分子機能解析(Gene Ontology)など、in silico
解析手法が次々と確率されております。また、１細胞次世代シーケンスや CyTOF などの技

術も臨床検体を深く解析するのに極めて Powerful であることが知られてきました。海外の

研究室は、そうした技術を持つ研究室とうまく共同研究することで臨床検体の解析を効率

よく推進しております。そうした最新技術を有する共同研究の相手を見つけることも、本

研究費が目指す戦略的研究基盤整備に該当しますので、是非ともそちらの方向へ進むこと

も検討されることを望みます。」との外部評価者のコメントをもらい、バイオマーカーとし

ての意義の検討を行っている。診断・治療反応性/抵抗性、予後等に関連するか否かを調べ

ている。ROC 曲線を描いて、Cut off point や感度、特異度などを示した。症状に相関する

項目は、疾患の病態にリンクしている可能性があり、その分子の誘導機序等を検討してい
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きたい。最新技術を有する共同研究の相手を今後みつけオミックス解析を行いたい。 

 
１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載し

てください。） 
（１） アレルギー  （２） マスト細胞  （３） 気管支喘息  
（４） 関節リウマチ （５） 慢性蕁麻疹  （６） FcεRI     
（７） EB ウイルス  （８） オマリズマブ  

 
１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 
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修, 徳橋泰明, 岡山吉道: 関節リウマチ(RA)における滑膜マスト細胞によるサブスタンス

P(SP)を介する炎症の制御機構 平成 29 年度日本大学学部連携研究推進シンポジウム「炎症

性疾患の難治化における分子的機序の解明とそれに対する予防と治療戦略の確立」, 東京, 

2017.11.25. 

20 *2 三嶋信太郎, 柏倉淳一, 豊島翔太, 菅順一郎, 関 雅之, 斎藤 修, 徳橋泰明, 松本健治, 

岡山吉道: 関節リウマチ(RA)患者マスト細胞は変形性関節症(OA)患者マスト細胞に比較し

て FcεR を介して有意に prostaglandin D2を産生する. 私立大学戦略的研究基盤形成支援事業

「難治性免疫・アレルギー疾患の病態の解明と新規治療法の開発」(S1511014)平成 29 年度

報告会, 東京, 2018.2.24. 

21 *3 佐野有隆, 豊島翔太, 三木寿美, 武富芳隆, 坂本朋美, 李 賢鎬, 齋藤 修, 德橋泰明, 

村上 誠, 岡山吉道: 関節リウマチ(RA)と変形性膝関節症(OA)患者の膝関節滑液中の脂質メ

ディエーターの網羅的比較解析. 私立大学戦略的研究基盤形成支援事業「難治性免疫・アレ

ルギー疾患の病態の解明と新規治療法の開発」(S1511014)令和元年度報告会, 2020.2.29. 
 
3) 皮膚科学分野・医学教育センター 

22 *1 伊崎聡志, 布村 聡, 藤澤大輔, 畠田優子, 葉山惟大, 藤田英樹, 羅 智靖, 照井 正, 

岡山吉道: 慢性特発性蕁麻疹患者における抗 FcεRIα 鎖自己抗体の臨床的意義. 私立大学戦

略的研究基盤形成支援事業「難治性免疫・アレルギー疾患の病態の解明と新規治療法の開

発」(S1511014)平成 27 年度報告会, 東京, 2016.2.27. 

23 藤澤大輔, 柏倉淳一, 布村 聡, 紀太博仁, 菊川裕介, 藤谷靖志, 葉山惟大, 畠田優子, 坂本

朋美 , 羅 智靖 , 岡山吉道 , 照井 正 : 重症慢性特発性蕁麻疹患者の膨疹部における
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Mas-related gene X2 を発現する皮膚マスト細胞数の上昇. 私立大学戦略的研究基盤形成支援

事業「難治性免疫・アレルギー疾患の病態の解明と新規治療法の開発」(S1511014)平成 27

年度報告会, 東京, 2016.2.27. 

24 *1 伊崎聡志, 豊島翔太, 西盛信幸, 柏倉淳一, 布村 聡, 鐘ヶ江加寿子, 藤澤大輔, 畠田優

子, 葉山惟大, 藤田英樹, 羅 智靖, 照井 正, 岡山吉道: 慢性蕁麻疹(CSU)患者における抗

IgE 自己抗体および抗 FcεRIα鎖(α鎖)自己抗体の臨床的意義. 私立大学戦略的研究基盤形成

支援事業「難治性免疫・アレルギー疾患の病態の解明と新規治療法の開発」(S1511014)平成

28 年度報告会, 東京, 2017.2.25. 

25 *3 遠藤嵩大, 豊島翔太, 伊崎聡志, 西盛信幸, 藤澤大輔, 畠田優子, 葉山惟大, 藤田英樹, 

羅 智靖, 照井 正, 岡山吉道: 慢性蕁麻疹(CSU)患者と健常人(NC)の好塩基球における

IgE 依存性刺激による反応性の比較. 私立大学戦略的研究基盤形成支援事業「難治性免疫・

アレルギー疾患の病態の解明と新規治療法の開発」(S1511014)平成 28 年度報告会, 東京, 

2017.2.25.  

26 *1 西盛信幸, 豊島翔太, 鐘ヶ江佳寿子, 坂本朋美, 柏倉淳一, 布村 聡, 遠藤嵩大, 藤澤大

輔, 葉山惟大, 藤田英樹, 照井 正, 羅 智靖, 岡山吉道: 慢性特発性蕁麻疹(CSU)患者にお

いて, hemokinin-1 はヒトマスト細胞の脱顆粒を惹起する. 私立大学戦略的研究基盤形成支

援事業「難治性免疫・アレルギー疾患の病態の解明と新規治療法の開発」(S1511014)平成

28 年度報告会, 東京, 2017.2.25. 

27 *1 伊崎聡志, 豊島翔太, 遠藤嵩大, 柏倉淳一, 布村 聡, 中村亮介, 秋山晴代, 鐘ヶ江加寿

子, 藤澤大輔, 畠田優子, 葉山惟大, 藤田英樹, 羅 智靖, 照井 正, 岡山吉道: 慢性蕁麻疹

(CSU)患者の抗 FcεRIa 鎖(α 鎖)自己抗体による FcεRI 架橋能とオマリズマブの治療効果, 私

立大学戦略的研究基盤形成支援事業「難治性免疫・アレルギー疾患の病態の解明と新規治

療法の開発」(S1511014)平成 29 年度報告会, 東京, 2018.2.24.  

28 *3 遠藤嵩大, 豊島翔太, 伊崎聡志, 西盛信幸, 葉山惟大, 坂本朋美, 鐘ヶ江和子, 照井 正, 

岡山吉道: 慢性特発性蕁麻疹(CSU)患者の好塩基球における FcεRI を介する反応性の差異と

オマリズマブに対する治療効果について. 私立大学戦略的研究基盤形成支援事業「難治性免

疫・アレルギー疾患の病態の解明と新規治療法の開発」(S1511014)平成 29 年度報告会, 東

京, 2018.2.24.  

29 *3 遠藤嵩大, 豊島翔太, 葉山惟大, 伊東真奈, 西盛信幸, 伊崎聡志, 鐘ヶ江加寿子, 坂本朋

美, 照井 正, 岡山吉道: 慢性特発性蕁麻疹(CSU)患者の好塩基球における FcεRI を介する

刺激に反応する(R)群と反応しない(NR)群のオマリズマブの治療効果. 第 32 回アレルギ

ー・好酸球研究会, 東京, 2018.9. 

30 *1 伊崎聡志, 豊島翔太, 遠藤嵩大, 柏倉淳一, 布村 聡, 中村亮介, 秋山晴代, 鐘ヶ江加寿

子, 藤澤大輔, 畠田優子, 葉山惟大, 藤田英樹, 羅 智靖, 照井 正, 岡山吉道: 慢性蕁麻疹

(CSU)患者は抗 IgE 自己抗体による高親和性 IgE 受容体(FcεRI)架橋能 が健常人に比べ高

い. 私立大学戦略的研究基盤形成支援事業「難治性免疫・アレルギー疾患の病態の解明と新

規治療法の開発」(S1511014)令和元年度報告会, 2020.2.29. 

31 *2 遠藤嵩大, 豊島翔太, 葉山惟大, 伊東真奈, 西盛信幸, 伊崎聡志, 鐘ヶ江加寿子, 菅井和

子, 照井 正, 岡山吉道: 演題慢性特発性蕁麻疹患者に対するシクロスポリンの治療効果を

予測するバイオマーカーの同定. 私立大学戦略的研究基盤形成支援事業「難治性免疫・アレ

ルギー疾患の病態の解明と新規治療法の開発」(S1511014)令和元年度報告会, 2020.2.29. 

32 *4 田杭真帆, 豊島翔太, 三木寿美, 伊東真奈, 遠藤嵩大, 丹羽悠介, 武富芳隆, 葉山惟大, 

坂本朋美,  照井 正, 岡山吉道: リピドミクスを用いた慢性特発性蕁麻疹(CSU)およびア
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トピー性皮膚炎(AD)の脂質メディエーターのプロファイル. 私立大学戦略的研究基盤形成

支援事業「難治性免疫・アレルギー疾患の病態の解明と新規治療法の開発」(S1511014)令和

元年度報告会, 2020.2.29. 
 
4) 産婦人科学分野・医学教育センター 

33 高橋英幹, 小林祐介, 久野宗一郎, 松野孝幸, 村瀬隆之, 山崎元美, 千島史尚, 山本樹生: 妊

娠高血圧腎症における末梢血および脱落膜 NK 細胞の natural cytotoxicity receptor の変化. 私
立大学戦略的研究基盤形成支援事業「難治性免疫・アレルギー疾患の病態の解明と新規治

療法の開発」(S1511014)平成 27 年度報告会, 東京, 2016.2.27. 

34 *1 松野孝幸, 岡山吉道, 坂本朋美, 鈴木真美, 千島史尚, 山本樹生: ヒト脱落膜マスト細胞

の分離と特徴. 私立大学戦略的研究基盤形成支援事業「難治性免疫・アレルギー疾患の病態

の解明と新規治療法の開発」(S1511014)平成 27 年度報告会, 東京, 2016.2.27. 

35 *1 松野孝幸, 山崎元美, 坂本朋美, 豊島翔太, 村瀬隆之, 東 裕福, 川名 敬, 柏倉淳一, 

山本樹生, 岡山吉道: ヒト脱落膜マスト細胞は高親和性 IgE 受容体 FcεRI を発現している. 

私立大学戦略的研究基盤形成支援事業「難治性免疫・アレルギー疾患の病態の解明と新規

治療法の開発」(S1511014)平成 28 年度報告会, 東京, 2017.2.25.  

36 *1 松野孝幸, 豊島翔太, 柏倉淳一, 坂本朋美, 東 裕福, 松田 彰, 川名 敬, 山本樹生, 

岡山吉道: ヒト妊娠初期脱落膜マスト細胞の特徴についての検討. 第 31 回アレルギー・好

酸球研究会, 東京, 2017.10. 
 
5) 呼吸器内科学分野 

37 神津 悠, 岸 博介 , 權 寧博, 竹下郁子 , 野村泰之 ,  水村賢司, 丸岡秀一郎, 大島猛史, 

橋本 修: ウイルス感染による気道上皮バリ ア障害における mir-155 の役割. アレルギー, 

好酸球研究会 2015, 東京, 2015.10.  

38 * 權 寧博, 井上寿男, 深野義人, 山岸賢司 , 黒田和道 , 鹿野壮太郎, 曽田香織 , 水村賢司, 

丸岡秀一郎, 橋本 修: マウス喘息モデルにおけ る気道分泌型細胞外小胞 RNA の網羅的発

現解析. アレルギー, 好酸球研究会 2015, 東京, 2015.10. 

39 * 丸岡秀一郎, 權 寧博, 水村賢司, 井上寿男, 神津 悠, 新谷榮崇, 鹿野壯太郎, 津谷恒

太, 岡本真一, 坪井絵莉子, 曽田香織, 竹下郁子, 橋本 修: 喘息の病態形成に関与する気

道上皮バリア脆弱化メカニズムの検討. 私立大学戦略的研究基盤形成支援事業「難治性免

疫・アレルギー疾患の病態の解明と新規治療法の開発」(S1511014)平成 27 年度報告会, 東

京, 2016.2.27. 

40 * 井上寿男, 權 寧博, 丸岡秀一郎, 鹿野壮太郎, 黒田和道, 山岸賢司, 曽田香織, 橋本 

修: LPS 誘導性肺障害におけるエクソソームの RNA 発現解析. 私立大学戦略的研究基盤形

成支援事業「難治性免疫・アレルギー疾患の病態の解明と新規治療法の開発」(S1511014)

平成 27 年度報告会, 東京, 2016.2.27. 

41 * 權 寧博: 特発性肺線維症の病態を反映する疾患特異的自己抗体の同定. 第 9回日本大学

先端バイオフォーラム, 東京, 2016.1.  

42 鹿野壯太郎, 權 寧博, 丸岡秀一郎, 水村賢司, 神津 悠, 井上寿男, 黒田和道, 津谷恒太, 

岡本真一, 橋本 修: 気道上皮バリア機能に及ぼすToll-like receptor 9の役割. アレルギー・

好酸球研究会, 東京, 2016.10. 

43 * 丸岡秀一郎, 權 寧博, 岡本真一, 津谷恒太, 水村賢司, 曽田香織, 名黒 功, 一條秀憲, 

橋本 修: ダニアレルゲン誘導性気道炎症におけるASK1の役割. アレルギー・好酸球研究

会, 東京, 2016.10. 
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44 * 引地麻梨, 權 寧博, 丸岡秀一郎, 水村賢司, 髙橋麻衣, 森澤朋子, 大木隆史, 坪井絵莉

子, 橋本 修: 特発性肺線維症に特異的な新規血中自己抗体の同定. 第20回東京呼吸病態研

究会, 東京, 2016.11.  

45 * 引地麻梨, 權 寧博, 丸岡秀一郎, 水村賢司, 高橋麻衣, 森澤朋子, 大木隆史, 坪井絵莉

子, 橋本 修: 特発性肺線維症に特異的な新規血中自己抗体の同定. 私立大学戦略的研究基

盤形成支援事業「難治性免疫・アレルギー疾患の病態の解明と新規治療法の開発」(S1511014)

平成28年度報告会, 東京, 2017.2.25. 

46 * 井上寿男, 權 寧博, 丸岡秀一郎, 鹿野壮太郎, 黒田和道, 山岸賢司, 曽田香織, 橋本 

修: マウス LPS 誘導性肺障害におけるエクソソームの RNA 発現解析. 私立大学戦略的研究

基盤形成支援事業「難治性免疫・アレルギー疾患の病態の解明と新規治療法の開発」

(S1511014)平成 28 年度報告会, 東京, 2017.2.25. 

47 * 岡本真一, 丸岡秀一郎, 權 寧博, 津谷恒太, 水村賢司, 神津 悠, 坪井絵莉子, 曽田香

織, 竹下郁子, 橋本 修: ウイルス感染による気道上皮バリアの脆弱化機構の検討. 平成 29
年度日本大学学部連携研究推進シンポジウム, 東京, 2017.11.25. 

48 高橋麻衣, 權 寧博, 引地麻梨, 丸岡秀一郎, 水村賢司, 森澤朋子, 大木隆史, 坪井絵莉子, 
橋本 修: 特発性肺線維症に特異的な新規自己抗体の同定. 平成 29 年度日本大学学部連携

研究推進シンポジウム, 東京, 2017.11.25.  

49 * 岡本真一, 丸岡秀一郎, 權 寧博, 津谷恒太, 水村賢司, 神津 悠, 坪井絵莉子, 曽田香

織, 竹下郁子, 橋本 修: ウイルス感染による気道上皮バリアの脆弱化機構の検討. 私立大

学戦略的研究基盤形成支援事業「難治性免疫・アレルギー疾患の病態の解明と新規治療法

の開発」(S1511014)平成 29 年度報告会, 東京, 2018.2.24. 

50 * 引地麻梨, 權 寧博, 丸岡秀一郎, 水村賢司, 高橋麻衣, 森澤朋子, 大木隆史, 坪井絵莉

子,  橋本 修: 特発性肺線維症に特異的な新規血中自己抗体の同定. 私立大学戦略的研究

基盤形成支援事業「難治性免疫・アレルギー疾患の病態の解明と新規治療法の開発」

(S1511014)平成 29 年度報告会, 東京, 2018.2.24. 

51 引地麻梨: 肺線維症のバイオマーカー. 第 3 回 IPF Academy in 板橋, 東京, 2018.2.  

52 權 寧博: マスト細胞の重要性と抗原測定の意義. これからの喘息治療を考える会 in 東

京, 東京, 2018.4.  

53 權 寧博: 喘息の気道炎症を考える. 城北地区 呼吸器 Expert Meeting, 東京, 2018.4.  

54 權 寧博: 好酸球をターゲットにした重症喘息の今後の展開. Severe Asthma Symposium in 

Osaka, 大阪, 2018.5.  

55 權 寧博: 好酸球をターゲットにした重症喘息の今後の展開. Severe Asthma Symposium, 東

京, 2018.6.  

56 權 寧博: 好酸球をターゲットにした重症喘息の今後の展開. Severe Asthma Symposium in 

Matsumoto～ファセンラ新発売記念講演会～, 長野, 2018.6.  

57 權 寧博: 好酸球をターゲットにした重症喘息治療の今後の展開. Severe Asthma Expert 

Meeting in 久留米－ファセンラ皮下注 30mg シリンジ新発売記念－, 福岡. 2018.10.  

58 * 山田志保, 丸岡秀一郎, 伊藤亮治, 布村 聡, 豊島翔太, 岡山吉道, 出原賢治 , 橋本 修, 

伊藤 守, 權 寧博: NOG hIL-3/GM-CSF/IL-5 Tg マウスを用いた IL-33, ダニ誘導型ヒト

喘息モデルの開発. 私立大学戦略的研究基盤形成支援事業「難治性免疫・アレルギー疾患の

病態の解明と新規治療法の開発」(S1511014)平成 30 年度報告会, 東京, 2019.2.23. 

59  * 福田麻佐美, 丸岡秀一郎, 山田志保, 黒澤雄介, 神津 悠, 權 寧博: 呼吸器ダニアレル

ゲン(HDM)によるマウス喘息モデルにおけるアンジオテンシン変換酵素 2(angiotensin 

converting enzyme 2; ACE2)の役割. 私立大学戦略的研究基盤形成支援事業「難治性免疫・ア
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レルギー疾患の病態の解明と新規治療法の開発」(S1511014)平成 30 年度報告会, 東京, 

2019.2.23.  

60 * 福田麻佐美, 丸岡秀一郎, 山田志保, 黒澤雄介, 神津 悠, 權 寧博: ダニアレルゲン

(HDM)によるマウス喘息モデルでの angiotensin converting enzyme 2(ACE2)の役割. 第 1 回日

本アレルギー学東京会関東地方会, 2019.3. 

61 * 山田志保: ヒト化マウスを用いた難治性喘息モデルの開発. 第 23 回東京呼吸病態研究会, 

東京, 2019.11. 

62 * 山田志保, 丸岡秀一郎, 福田麻佐美, 黒澤雄介, 豊島翔太, 岡山吉道, 伊藤亮治, 布村 

聡, 伊藤 守, 權 寧博: ヒト化マウスを用いた難治性喘息モデルの開発. 私立大学戦略的

研究基盤形成支援事業「難治性免疫・アレルギー疾患の病態の解明と新規治療法の開発」

(S1511014)令和元年度報告会, 2020.2.29. 

63 * 福田麻佐美, 丸岡秀一郎, 山田志保, 黒澤雄介, 神津 悠, 權 寧博: ダニアレルゲン

(HDM)によるマウス喘息モデルでの angiotensin-converting enzyme 2(ACE2)の役割. 私立大

学戦略的研究基盤形成支援事業「難治性免疫・アレルギー疾患の病態の解明と新規治療法

の開発」(S1511014)令和元年度報告会, 2020.2.29. 

 

6) 医学教育センター 

64 岡山吉道: 慢性蕁麻疹の病態とバイオマーカーについて. 第 13 回順天堂眼アレルギー研究

会, 東京, 2016.9.7. 

65 岡山吉道: アレルギー炎症とマスト細胞. アストラゼネカ株式会社メデイカル本部呼吸器

領域担当者向け社員教育企画, 東京, 2016.9.27. 

66 布村 聡, 羅 智靖, 照井 正, 岡山吉道: FcεRI を介したマスト細胞活性化における FcRγ

鎖 S-S 結合の役割. アレルギー・好酸球研究会 2016, 東京, 2016.10.22. 

67 *1 豊島翔太, 岡村祐己, 管順一郎, 三嶋信太郎, 坂本朋美, 柏倉淳一, 李 賢鎬, 関 雅之, 

斎藤 修, 羅 智靖, 徳橋泰明, 岡山吉道: 関節リウマチ(RA)における滑膜マスト細胞によ

るサブスタンス P(SP)介在性炎症の増強と制御. 私立大学戦略的研究基盤形成支援事業平

成 28 年度報告会, 東京, 2017.2.25.  

68 *1 豊島翔太, 坂本朋美, 鐘ヶ江加寿子, 井上寿男, 權 寧博, 羅 智靖, 松本健治, 岡山吉

道: 自然免疫および獲得免疫応答におけるヒトマスト細胞由来エクソソーム内 microRNA

の網羅的比較解析. 私立大学戦略的研究基盤形成支援事業「難治性免疫・アレルギー疾患の

病態の解明と新規治療法の開発」(S1511014)平成 29 年度報告会, 東京, 2018.2.24. 

69 岡山吉道: PAF とアレルギー炎症. 第 23 回那須ティーチイン学術集会, 東京, 2018.7.28. 

70 坂本朋美, 豊島翔太, 榎本幸典, 菅井和子, 高増哲也, 吉原重美, 岡山吉道: RS ウイルスに

よるヒトマスト細胞の活性化機構の検討. アレルギー・好酸球研究会 2018, 東京, 2018.9.22. 

71 菅井和子, 坂本朋美, 柏倉淳一, 宮地裕美子, 吉住正和, 木村博一, 吉原重美, 岡山吉道: RS

ウイルス感染による初回喘鳴児における鼻汁中抗 RSV IgE 値, TSLP と反復喘鳴の関係. ア

レルギー・好酸球研究会 2018, 東京, 2018.9.22. 

72 岡山吉道: ウイルス感染と反復喘鳴. 第 36 回呼吸器・免疫シンポジウム, 東京, 2018.10.27. 

73 岡山吉道: アレルギー炎症と PAF(血小板活性化因子), 愛知県耳鼻咽喉科医会 尾張地区研

修会, 名古屋, 2019.7.20. 

74 岡山吉道: マスト細胞と好塩基球の役割. 第 39 回六甲カンファレンス, 大阪, 2019.8.10. 

75  

76 岡山吉道: アレルギー炎症と PAF(血小板活性化因子). 町田市耳鼻咽喉科医会学術講演会, 
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東京, 2019.11.19. 

77 岡山吉道: アレルギー炎症と PAF(血小板活性化因子). 城東アレルギーセミナー, 東京, 

2019.11.28. 

78 岡山吉道: オマリズマの作用機序から考える重症アレルギー性疾患の病態. IgE forum 2020 

in Tokyo, 東京, 2020.2.1. 

79 岡山吉道: アレルギー炎症と PAF(血小板活性化因子). 練馬区耳鼻咽喉科医会講演会, 東京, 

2020.2.18. 

80 *1 豊島翔太, 坂本朋美, 黒澤雄介, 松田 彰, 渡部保男, 権 寧博, 羅 智靖, 松本健治, 

岡山吉道: IgE 依存性に活性化したヒトマスト細胞が遊離する細胞外小胞中の miR103a-3p 

は, PRMT5 の発現を抑制することで, IL-33 刺激による 2 型自然リンパ球からの IL-5 産

生 を増強させる. 私立大学戦略的研究基盤形成支援事業「難治性免疫・アレルギー疾患の

病態の解明と新規治療法の開発」(S1511014)令和元年度報告会, 2020.2.29. 

 
１５ 「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項及び対応 

42



（様式 2） 
 

法人番号 131075 
プロジェクト番号 S1511014 

 
＜「選定時」に付された留意事項＞ 
外部評価を行うこと。 
 
＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 
外部評価者による評価を行った。 
2017 年 2 月 25 日に同平成 28 年度報告会をを行い、信州大学医学部皮膚科学教授 奥山隆平先

生を外部評価者として招き、外部評価を行った。 
2018 年 2 月 24 日に同平成 29 年度報告会を行い、順天堂大学医学部眼科学准教授 松田 彰先

生を外部評価者として招き、外部評価を行った。 
2019 年 2 月 23 日に同平成 30 年度報告会を行い、獨協医科大学小児科学教授 吉原重美先生を

外部評価者として招き、外部評価を行った。 
2020 年 2 月 29 日に同平成 31 年(令和元)度報告会を行い、独立行政法人国立成育医療センター 
部長 松本健治先生を外部評価者として招き、外部評価を行った。 
 
＜「中間評価時」に付された留意事項＞ 
なし 
  
＜「中間評価時」に付された留意事項への対応＞ 
なし 
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１６　施設・装置・設備・研究費の支出状況（実績概要） （千円）

131075

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳

備　考

0

令
和
元
年
度

132,383 92,295

0

0

45,672

0

85,643

0

0

0

42,382

0

0

0

0 00 0

0 0

0 0 0 0

0

48,988

0

0

9,979 6,652

0 0

0 0 0 0 0

0 0 0

0

26,095 19,577

35,761 13,227

24,183 18,199

27,582 16,873

0

3,327 6,652

44,455

0

0

0

9,979

33,202

0

設 備

装 置

設 備

装 置

研究費

研究費

装 置

施 設

設 備

0

3,327

129,056214,699

224,678

研究費

設 備

研究費

総 計

総

額

平
成
2
7
年
度

施 設

装 置

装 置

施 設

施 設

装 置

研究費

平
成
3
0
年
度

平
成
2
9
年
度

施 設

法人番号

寄付金 その他（　　　　　　　　　　）
受託

研究等

プロジェクト番号 S1511014

15,435 17,767

設 備

平
成
2
8
年
度

共同研
究機関
負担

年度・区分

研究費

支出額 法　人
負　担

私　学
助　成

設 備

施 設
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１７　施設・装置・設備の整備状況  （私学助成を受けたものはすべて記載してください。）
（千円）

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

（千円）

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ

補助主体

私学助成

補助主体

2レザー6カラーモデル 1 850 9,979ハイドロエンドフローサイトメーター Gallios H27 6,652

《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。）

補助金額整備年度 研究施設面積

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

0

（研究装置）

研究室等数 使用者数

稼働時間数装置・設備の名称 台　　数型　　番 事業経費 補助金額

事業経費施　設　の　名　称

（情報処理関係設備）

（研究設備）

整備年度

20 ---- ---- 日本大学医学部創設70周年記念
館

(リサーチセンター）

H12年度 5,722㎡ 8
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１８　研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度

  平成 年度

※所定福利費を含む

※所定福利費等を含む

（ 修繕費 ） 276 研究機器修繕 276 微量高速冷却遠心機修繕　等
報酬・委託料 1,429 業務委託

（ 修繕費 ） 2,917 機器修繕 2,917 バイオシェーカー修理, キャピラリーシーケンサー修理　等

計 12,492 12,492 学内3人

ポスト・ドクター 12,492 ポスト・ドクター 12,492 学内3人

研究支援推進経費 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

図　　　　書 0 0

計 8,180 8,180

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 8,180 研究用機器 8,180 炭酸ガス培養装置, オートサンプラー　等

教育研究経費支出 0 0

計 2,998 2,998

人件費支出 977 研究補助 977 時給950円, 年間時間数1008.5時間, 実人数1人
（兼務職員） 2,021 研究補助 2,021 時給1,100円, 年間時間数139905時間, 実人数1人

計 20,785 20,785

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

1,429 免疫染色標本政策委託　等

（ 雑費 ） 182 学会参加 182 学会参加費, 論文掲載料　等

印刷製本費 0 0

旅費交通費 51 学会旅費 51 学会旅費(日本研究皮膚科学会), 近距離出張

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 34 研究試料輸送 34 実験用マウス輸送, 研究材料輸送

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 18,813 研究用消耗品 18,813 試薬, 実験用マウス　等

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計 1,976 1,976 学内1名

年　　　度 28

ポスト・ドクター 1,976 ポスト・ドクター 1,976 学内1名

研究支援推進経費 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

図　　　　書 0 0

計 10,400 10,400

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 10,400 研究用機器 10,400 蛍光セルイメージャー, 卓上遠心エバポレーター　等

教育研究経費支出 0 0

計 800 800

人件費支出 768 研究補助 768 時給1,400円, 年間時間数451時間, 実人数1人
（兼務職員） 32 研究補助 32 時給950円, 年間時間数34時間, 実人数1人

計 20,026 20,026

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 51 英文校正 51 英文校正

（ 雑費 ） 365 学会参加 365 国内外学会参加費

印刷製本費 0 0

旅費交通費 654 学会旅費 654 日本研究皮膚科学会, 日本生殖免疫学会, 国際粘膜免疫学会　等

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 6 実験動物輸送 6 実験用マウス輸送

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 16,033 研究用消耗品 16,033 試薬, 実験用マウス　等

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

年　　　度 27
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  平成 年度

年度

（ 雑費 ） 50 学会参加 50 学会参加費

※所定福利費等を含む

計 8,393 8,393 学内2人

ポスト・ドクター 8,393 ポスト・ドクター 8,393 学内2人

研究支援推進経費 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

図　　　　書 0 0

計 11,348 11,348

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 11,348 研究用機器 11,348 遺伝子導入装置, 正立蛍光顕微鏡　等

教育研究経費支出
計 3,229 3,229

人件費支出 1,040 研究補助 1,040 時給950円, 年間時間数1050時間, 実人数1人
（兼務職員） 2,189 研究補助 2,189 時給1,100円, 年間時間数1537時間, 実人数1人

計 19,412 19,412

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 1,793 英文校正、研究機器保守点検委託 1,793 英文校正, 高速冷却遠心機保守点検

（ 修繕費 ） 1,421 研究機器修繕 1,421 凍結乾燥機修繕, フローサイトメーター修繕　等

印刷製本費 0 0

旅費交通費 7 近距離交通費 7 近距離交通費（検体サンプル受取）

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 36 研究試料輸送 36 実験用マウス輸送, 研究材料輸送

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 16,155 研究消耗品 16,155 試薬, 実験器具, 実験用マウス　等

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

年　　　度 29

0
4,538

学内1人

0
4,538ポスト・ドクター

近距離出張(検体サンプル受取り)
英文校正, 高速冷却遠心機保守点検　等
高圧蒸気滅菌器修繕, リアルタイムPCRシステム修繕　等

5,714

積　　算　　内　　訳

3,074

1,932 1,932

0

3,074

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出
1,142

0

※所定福利費等を含む

4,538
0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）
証明装置付実体顕微鏡, ALSメディカル冷蔵庫　等

学内1人

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

ポスト・ドクター 4,538
0

0

計

計

0

5,714

研究用機器5,714

研究補助
研究補助 1,142

5,714

時給950円, 年間時間数1,240時間, 実人数1人
時給1,100円, 年間時間数1,677時間, 実人数1人

35,662

研究機器修繕 100

35,662

450
業務委託2,848

研究試料輸送 50

近距離交通費
2,848

0
450

0

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出
試薬, 実験用マウス　等

支　出　額

研究消耗品32,164

光　熱　水　費

図　　　　書

リサーチ・アシスタント

（ 修繕費 ）
報酬・委託料

100

小  科  目
主　な　使　途

消　耗　品　費
0

50 研究材料輸送

金　　額

32,164

教育研究用機器備品

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出

30年　　　度

研究支援推進経費

計

計

通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費

平成

0
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（様式2）

131075法人番号

年度

※所定福利費等を含む

人件費支出

計 4,555 4,555 学内1人

ポスト・ドクター 4,555 ポスト・ドクター 4,555 学内1人

研究支援推進経費 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

図　　　　書 0 0

計 5,800 5,800

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 5,800 研究用機器 5,800 オートクレーブ, 超低温フリーザー, 少量試料遠心濃縮システム　等

教育研究経費支出
計 3,021 3,021

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出
1,122 研究補助 1,122 時給1,000円, 年間時間数1,177時間, 実人数1人

（兼務職員） 1,899 研究補助 1,899 時給1,100円, 年間時間数1,651時間, 実人数1人

報酬・委託料 3,548 業務委託 3,548 研究用標本作成, 英文校正　等

計 32,296 32,296

印刷製本費 11 ポスター印刷 11 学会発表ポスター印刷

旅費交通費 416 学会旅費 416 学会旅費(WAC2019, 日本アレルギー学会), 近距離出張

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 2 研究試料輸送 2 研究材料輸送

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 27,975 研究消耗品 27,975 試薬, 実験用マウス　等

年　　　度 元

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

令和

（ 雑費 ） 89 学会参加 89 学会参加費
（ 修繕費 ） 255 研究機器修繕 255 CO2インキュベーターUVランプ交換, メディカルフリーザー修繕　等
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